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１．はじめに  
 近年交通量の増加，特に大型貨物車の増

加，更には橋梁の経年的な劣化もあり，既設

橋梁のリニューアルが大きなテーマとなって

いる．リニューアルの方法として鉄筋コンク

リート床版をより耐久性の高いプレストレス

トコンクリート床版に取替える方法や桁の架

替えが実施されている1)．その中で，宮の前

高架橋の事例2)のように既設鋼橋を外ケーブ

ルで補強する工法が注目されている．既設，

新設にかかわらず，鋼橋を外ケーブルで補強

する工法が他の工法より優れている点は，設

置する部材が比較的軽量であり死荷重の増加が抑えられること，応力の改善効果が高いこと，交通規制や用

地の占有範囲を比較的小さくできること，プレストレス導入後の経年劣化の観察が可能でありケーブルの再

緊張や取替えも可能であることなどが挙げられる．新設橋から外ケーブルを採用する事例はわずかである2) 3)

が，山口県岩国市の錦
にしき

橋
ばし

（岩国市杭名
く い な

から保
ほう

木
き

に架橋）は外ケーブル補強を新設時から鋼橋に採用した橋梁 
2) 4)である．各種定着工法が国内に導入されプレストレストコンクリート橋の施工実績が増加してきた昭和30
年代 5)にあって，外ケーブルにより鈑桁にプレストレスを導入する外ケーブル補強を採用した，まさに新技

術の先駆けとなっている橋梁である． 
２．錦橋の構造諸元 

ケーブルを用いてプレストレスした連続合成桁「錦橋」の施工 6)（以下，「錦橋」の施工）によると，以

前の錦橋は 1937 年（昭和 12 年）に竣工した全長 127.6m，幅員 5.2m の 2 等橋で，岩国側から 2 径間がポニ

ートラスであった．1960 年代に

架替えで橋長 150.6m，幅員 8.0
～9.5m の 3 径間連続プレストレ

ス活荷重合成桁となった． 
下部構造は右岸側橋台が直接

基礎，左岸側橋台および橋脚は

井筒基礎である．支承は鋳鋼製

のロッカーとして設計し，プレ

ストレスの導入による主桁の伸

縮が容易な構造となっている．

上部構造は，計画洪水水量から

路面高を 4.5m 上げる必要があ

り，桁高が出来るだけ高くなら

写真 1.錦橋（撮影；著者,2022 年） 

図 1.錦橋 上部工一般図ほか 6) 
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ないように配慮されている．両岸の取付け部に横断方向

1.5m のすり付けが必要であったため，上部構造の片側の拡

幅で行うため上路形式としている．合成桁であるため耐久

性の高い PC 床版を採用し，床版の横断方向へのプレスト

レス導入の合理性，さらに外ケーブルによる正負曲げモー

メントの明解さから 2 主桁を採用している． 
３．外ケーブル補強 

錦橋の外ケーブル補強は，ケーブル（ロックドロー

プ），定着部（アンカー），偏向部（サドル）により構成さ

れている．これも「錦橋」の施工 6)によるが，ケーブル

は，素線試験，リラクゼーション試験を重ね，ロックドロ

ープ RA16 号（径 68mm）が選定されている．定着部（ア

ンカー）については鋳鋼（SC-46）で作成したソケットに

亜鉛銅合金第 2 種（2CAⅡ）を用いて固定を行っている．

このソケットに用いた亜鉛銅合金第 2 種のクリープによる

ケーブルの抜出量についても試験により確認が行われてい

る．また，架設完了後，静的，動的載荷試験を実施し，た

わみ量，振動特性（加速度，固有周期）を測定し解析値と比較し差異が

ないことを確認している．設計計算例が少ない時代であるため架橋前，

架橋後ともに様々な試験を行い，外ケーブルの補強の効果が十分発揮さ

れるように配慮していることが分

かる. 
４．おわりに 

最初にも述べたとおり，新設橋

から外ケーブル補強の採用は国内

にわずか数橋の事例しかない．貴

重な 1 橋である錦橋は架替え当時

の姿のまま交通の要所として現役

で活躍している．新技術の先駆け

である外ケーブル補強の技術は現在も郷土の橋，錦橋に根付いている． 
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写真 2.外ケーブル偏向部横梁の全景(錦橋) 2) 

図 2.外ケーブル設置位置概略図(錦橋) 2) 

図 3.プレストレス導入方法の検討(錦橋) 6) 

横断図              緊張力 
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